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　今号は、今秋のNHK 連続テレビ小説「ばけばけ」で描かれる
小泉八雲（1850 ～ 1904）に関する史跡が残る東新宿を巡ります。
　まずは新大久保駅（山手線）から東新宿駅（都営大江戸線）
に向かって歩くと、途中に「小泉八雲記念公園」①があります。
ギリシャで生まれた小泉八雲（出生名：ラフカディオ・ハーン）
は 1890 年に 40 歳で来日し、松江で英語教師となって以来、熊本・
神戸・東京と居を移しながら、精力的に執筆活動も続けました。
このギリシャ風の公園は、新宿区と故郷のレフカダ島が友好都
市となった記念に造られ、園内には八雲の胸像②も設置されて
います。公園から少し進んだ先には、「小泉八雲終焉の地」の碑
③が建っています。八雲は 1896 年に東京帝
国大学文科大学の英文学講師として働き始
めますが、1903 年に解雇され、後任に夏目
漱石（1867 〜 1916）が就任します。その後
は早稲田大学で教鞭を執る傍ら日本研究を
重ね、『怪談』などの著作を発表しましたが、
1904 年 9 月 26 日狭心症によりこの地で 54
歳の生涯を閉じました。
　東新宿駅へ向かう職安通り沿いには、「島崎藤村旧居跡」
④もあります。1905 年に長野の私塾・小諸義塾を退職した島
崎藤村（1872 ～ 1943）は家族とともに上京し、翌 1906 年
10 月に浅草新片町に転居するまで居住しました。この地で完
成させた代表作『破壊』によって作家としての名声を得た藤
村ですが、一方で転居早々三女を亡くし、続いて次女と長女
も病死するなど悲しい思い出の地でもありました。
　東新宿駅から明治通りを南下すると、蔦が絡まる
レンガ造りが特徴の酒場「どん底」⑤があります。
ロシアの作家ゴーリキーの同名小説から名付けられ
て、1951 年に開店したこの店には三島由紀夫（1925
～ 1970）が通っていました。
　靖国通りを東へ向かうと、江戸時代に遊女たちが
葬られていたことから「投げ込み寺」とも呼ばれている「成覚寺」⑥が
あります。寺内には『金々先生栄花夢』を刊行し、『鸚鵡返文武二道』
など当時の世相や人情を風刺した黄表紙の祖とよばれる江戸時代中期の
戯作者・恋川春町（1744 ～ 1789）の墓⑦があり、墓石には「生涯苦楽
四十六年、即今脱却浩然帰天」と辞世の句が刻まれています。
　少し南下したところにある「太宗寺」⑧の近所には、夏目漱石が１歳
の時に養子に出された塩原家がありました。自伝的小説である『道草』
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には、主人公の健三が路を隔てた向こうにある「胡坐をかいて蓮台の上に坐って・・・太い錫杖を担いで・・・
頭に笠を被っていた」仏様に攀じ登った様子が描かれています。
　富久町西交差点の近くには、装幀家で美術評論家の青山二郎（1901 ～ 1979）が 1933 年から約 8年間を
過ごした「花園アパート」⑨がありました。ここには、同じ頃に小林秀雄（1902 ～ 1983）や中原中也（1907
～ 1937）とその妻も居住したほか、青山の部屋には三好達治（1900 ～ 1964）・大岡昇平（1909 ～ 1988）・
河上徹太郎（1902 ～ 1980）らが集って文学サロンと化し、通称「青山学院」と呼ばれていました。
　南へ向かうと花園公園があります。ここは怪談噺や人情噺を得意とし、幕末から明治にかけて活躍した近
代落語の祖三遊亭円朝（1839 ～ 1900）が 1888 年から 1895 年まで住んでいた場所で、園内には「円朝旧居
跡の碑」⑩が建っています。当時は孟宗竹の深い藪や野菜畑に囲まれた田園風景が広がっていて、円朝は喧
噪を避けてこの地を選んだそうです。
　四谷 4丁目交差点の先には、歌人以外に精神科医の顔も持つ斎藤茂吉（1882 ～ 1953）が 1950 年から亡
くなるまでの約 2年間を過ごした「斎藤茂吉終焉の地」⑪があります。茂吉は、最晩年で体調が優れないな
かでも 2冊の歌集を刊行し、1951 年には文化勲章を受章しました。書斎は山形県にある斎藤茂吉記念館に復
元展示されています。
　日に日に秋が深まるこの季節、散歩の後は自然豊かな都会のオアシス新宿御苑でゆっくり体を休めてみて
いかがでしょうか。
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予約方法や利用の手引きはウェブサイトで確認　https://www.tosho-bunko.jp/
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写真：東書文庫提供

東京書籍株式会社附設 教科書図書館

東書文庫

お役立ち施設の紹介

どんな施設？

どんな資料がある？

利用するには？

教科書の歴史が通観できる

アール・デコ様式の建築意匠

歴代の教科書が検索・閲覧できる

　1936 年（昭和 11 年）に開館した、日本で最初の教科書図書館です。鎌倉時代から江戸時代の「往来物」、明治から令和までの「教
科書」約 16 万点を所蔵しており、そのうち76,420 点が国指定重要文化財です。所蔵資料の閲覧ができる閲覧室だけでなく、実物
の教科書や掛図を解説とともに紹介する展示室もあります。
　また、アール・デコ様式を取り入れた建物は「東京都北区指定有形文化財 ( 建造物 )」に指定されています。

開館日時 ： 展示室…月曜日～金曜日（祝日除く）／閲覧室…水曜日～金曜日（祝日除く）
　　　　　いずれも 9:30 ～ 16:00（12:00 ～ 13:00 除く）
アクセス ： 〒 114-0005 東京都北区栄町 48-23　　TEL:03-3927-3680
　　　　　（東京さくらトラム栄町駅より徒歩３分・JR王子駅南口より徒歩10分・東京メトロ王子駅より徒歩13分）

　実物の教科書や掛図を、丁寧な解説や映像資料とともに
見ることができます。鎌倉時代から現代の最新の教科書まで、
学校教科書がどのように発行されたのか、どのような内容なの
かが分かります。

こんな見どころも　※展示資料は定期的に入替があります。
　・�時代によって印刷技術や製本方法が変わっていく様子が
分かります。

　・�印刷された教科書の挿絵と、印刷に使われた版木を見比
べられます。

　・文化財の修復前後の様子が分かります。

閲覧方法
　�　蔵書検索で見たい資料を特定し、閲覧表に記入・提出して
出納してもらいます。一部の資料はデジタルデータで閲覧でき
ます。
　�　閲覧表は、事前にウェブサイトからダウンロードして記入し
たものを持参してもOK。

蔵書検索
　�　館内 PCやウェブサイトで検索できます。1949 年（昭和
24年）以降の小学校・中学校の国語教科書は、収録作品名・
作品作者名からでも検索できます。

　建物外側からは、円形に突き出した部屋や、花崗岩で装飾された
ポーチの円柱、スクラッチ様のタイルなど全体を見て楽しむことがで
きます。
　内側からは、丸窓や梁のアーチ、ジグザグの形を強調した階段、泰
山タイルなど、細かな装飾を間近に見られます。

メモを取るための
ノート、ノートPC
持ち込み可能です

あの文学作品は
いつのどの教科書に
載っている？

ひとつの教科の
教科書を時代を
追って見たい

予約必要 入館無料
蔵書検索も
ここから

調べ
もの
に

研究
に

教科書の歴史は
教育史そのもの

昭和初期の
レトロな雰囲気

写真：東書文庫提供

展示室 閲覧室
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本学所蔵資料紹介
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　『金色夜叉』を執筆し、泉鏡花（1873 ～ 1939）や徳
田秋声（1872 〜 1943）など多くの人気作家を育て
た尾崎紅葉（1868 ～ 1903）は、増上寺界隈にある
首尾稲荷神社のそばで生まれました。その生家から
ほど近い場所に、日本橋の老舗和菓子店「榮太樓總
本鋪」から暖簾分けされ、1885 年に創業した「芝
神明 榮太樓」があります。この店をよく利用して
いた紅葉が 1902 年に命名した「江の嶋最中」は看板菓子で、包装紙の文字も紅葉の書体です。
　「神明前栄太樓の菓子包紙の題簽を求む、『江の島』の三字を書して与ふ」※

　鮑、牡蠣、帆立、赤貝、蛤の
貝殻をかたどった一口サイズの
最中は、中の餡もつぶ、白、こ
し、ごま、ゆずの 5 種類があり、
異なる味を楽しめます。
　首尾稲荷神社には「尾崎紅葉
生誕の地」の案内板があるので、
そちらにも立ち寄ってみてはい
かがでしょうか。

※�『紅葉全集 第 11 巻 紀行・日記』　� �
岩波書店 1995 年刊

作家のおやつ巡り⑫

大門

JR
浜
松
町
駅

旧芝離宮
恩賜庭園

都営大江戸線

増上寺

芝公園

都
営
浅
草
線

●

首尾稲荷神社
（尾崎紅葉生誕の地）
★

芝神明榮太樓



　大伴家持の歌分析以外に、もう一つの大きなテーマがある。それは、万葉時代に歌を作るとき、
もらって読むとき、そしてそれを万葉集に載せるように書くとき、それぞれのときに、歌は歌われ
ていたのだろうか。このことを分析して、その結果を知らせるということである。
　現代の歌は、Mrs. GREEN APPLE の大森元貴も藤井風も、歌を作りながら歌っているだろうし、聞
く方も、口ずさんだり、カラオケでみんなに聞かせたり。歌声に満ちた世界。ポーズを入れたり、
三浦大知をきどって超絶ダンスを入れる人もいる。古代の歌を分析するときに、書かれた文字の世
界だけを見て、ああだこうだいうのでは、ほんの一面だけを拡大解釈していることになるかもしれ
ない。
　飛鳥京跡苑池では、池の上にせり出した水上舞台が見つかっている。そこでは、歌や舞が繰り広
げられたり、祭祀によってトランス状態になっていた人々もいたかもしれない。『万葉集』には「歌
儛所」ということばも見られ、歌とダンスをマネジメントする部署もあったことがわかっている。
ふくよかで豊穣であろう歌の世界を理解する一歩となることが 1つのテーマになっている。
　また、大伴家持の歌も、歌単独を見ているだけでは理解できていない点が多いのかもしれない。今、
書店に並んでいる文豪の本。巻かれたカラフルなカバーと一緒になっている印象は、ライトノベル
かマンガのようなものとなって映る。このように、家持の歌も、歌本文そのものだけでなく、題詞（前
書きのテーマ）や左注（補足説明）や配列など、もっと広く歌をとらえて考えてみた。この分析方法（パ
ラテクスト）理論によって、家持が歌をどのようなものと考えていたかという歌学を探ってみた。
　ちなみにこの本は青基調で、カバーは、私が撮影した越中と家持、平城京朱雀門の写真も組み込
まれた清々しい形に作ってもらった。

文学部国文学科　教授　塩沢  一平

塩沢 一平 著
（花鳥社、2025 年 2月刊行）
A5判　276 ページ　7,500 円＋税
ISBN 978-4-86803-019-5

本学教職員著書紹介

編集後記
　「季報」123号をお届けします。
　今号では、教職課程センターの教授 2名の本にまつ
わるお話を紹介しました。また、歴代の学校教科書を
所蔵する教科書図書館「東書文庫」をご案内していま
す。日本で最初の近代的学校制度を定めた「学制」が
公布されたのは、1872 年（明治 5年）です。制度や
教科書の変遷から時代が垣間見えます。
　さらに、「東新宿文学散歩」では教師としても活躍し
ていた小泉八雲に注目しました。（Sh）

『大伴家持
都と越中でひらく歌学』

二松学舎大学附属図書館
季　報
第 123号
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